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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

◆主な記事◆
◎杉並アニメーションミュージアムの

　催し …………………………………１面

◎みんなの生活の安心～国民年金 …２面

●「区議会だより」を折り込んであります。
引き抜いてお読みください。

TVアニメ化され人気を博した「忍者ハットリくん」、「怪物

くん」、「笑ゥせぇるすまん」、「プロゴルファー猿」の生み

の親、漫画家・藤子不二雄�さんとアニメの世界を紹介す

る企画展を開催します。今回はいち早く魅力あふれる展示

内容をご紹介します。

代
か
ら
の
友
人
で
す
。
今
回
、

特
別
に
人
気
ア
ニ
メ
の
絵
コ
ン

テ
や
セ
ル
画
、
ア
ニ
メ
制
作
に

と
も
に
励
ん
だ
「
ス
タ
ジ
オ
ゼ

ロ
」
の
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
、
秘
蔵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々
を
展
示

し
ま
す
。

●
見
ど
こ
ろ
２ 

「
猿
」
の
ド
ラ
イ
バ
ー

を
展
示

　
「
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
猿
」に
登

場
す
る
木
彫
り
ド
ラ
イ
バ
ー
を

再
現
。
こ
れ
を
見
れ
ば
旗
包
み

も
夢
じ
ゃ
な
い
か
も
？

●
見
ど
こ
ろ
３ 

懐
か
し
の
あ
の
主
題
歌

が
聴
け
る
！

　
「
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
」、「
ユ

カ
イ
ツ
ー
カ
イ
怪
物
く
ん
」、

「
バ
ビ
バ
ビ
バ
ビ
ブ
ー
ウ
ル
ト

ラ
Ｂ
」
な
ど
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
に

は
欠
か
せ
な
い
「
主
題
歌
」
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
見
ど
こ
ろ
４ 

作
品
上
映

　

藤
子
不
二
雄
�
さ
ん
の
人
気

作
品
を
中
心
に
、
ま
だ
Ｄ
Ｖ
Ｄ

化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
ど
、

多
彩
な
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

●
や
っ
て
み
よ
う
！ 

ぬ
り
え
・
お
絵
か
き

　
「
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
」、「
怪

物
く
ん
」
な
ど
の
ぬ
り
絵
や
お

絵
か
き
が
で
き
ま
す
。
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
ど
う
ぞ
。　

●
見
ど
こ
ろ
１ 

秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開

　

藤
子
不
二
雄
�
さ
ん
と
鈴
木

館
長
は
あ
の
「
ト
キ
ワ
荘
」
時

◇
ク
リ
ス
マ
ス
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

ツ
リ
ー
や
モ
ー
ル
、
星
な
ど

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
む
素
材
を

持
ち
寄
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
く
り
ま
す
。
作
品
は
、

後
日
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
差
し
上
げ

ま
す
。

　
 
　

月
４
日
�
午
後
１
時
〜

１２

５
時 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
荻
ま
ち

メ
デ
ィ
ア
・
徳
山
高
志 

小
・

中
学
生
、
高
校
生 

一
二
名 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
ア

イ
デ
ア
も
書
い
て
、　

月　

日

１１

３０

（
必
着
）
ま
で
に
同
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
へ
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は

件
名
を
「
ク
リ
ス
マ
ス
ア
ニ
メ

申
込
」と
し
て
く
だ
さ
い
）。
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
も
直
接
受
け
付

け
ま
す
（
先
着
順
）　

時
師

対

定

費

申

品
（
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
部
門
受

賞
九
作
品
ほ
か
特
別
賞
な
ど
）

を
上
映
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
〜　

日
� 

１１

２５

２７

各
回
四
二
名 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

上
映
時
間
な
ど

の
詳
細
は
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
作
品
の
詳

細
は
、 

h
ttp
://w
w
w
.k
tv

.c
o
.jp
/b
a
c
a
/p
riz
e
/in
d

e
x
.h
tm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い

時

定

費

申

他

HP

◇
個
人
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作

家
の
名
作
を
特
別
上
映

　

実
験
精
神
に
あ
ふ
れ
る
作
品

を
送
り
出
し
、
世
界
の
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
界
に
強
い
影
響
を
与

え
た
二
人
の
個
人
作
家
の
映
像

を
上
映
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
・　

日
、　

月

１１

１２

１９

１２

３
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
正
午

〜
（
約
三
〇
分
） 

古
川
タ
ク

＝
「
驚
き
盤
」
な
ど
、
久
里
洋

二
＝
「
二
匹
の
サ
ン
マ
」
な
ど

 

各
回
四
二
名 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ

◇
未
来
の
巨
匠
た
ち
の 

　

映
像
を
一
挙
上
映

　

今
年
で
四
回
目
を
迎
え
る
関

西
テ
レ
ビ
主
催
の
「
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ａ

―
Ｊ
Ａ
（
ば
か
じ
ゃ
）」（
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
・
ア
ー
ト
＆
コ
ン

テ
ン
ツ
・
ア
ワ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ

ン
）
は
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
発
掘
・

育
成
を
目
的
と
し
た
、
映
像
作

品
の
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

ア
ニ
メ
を
中
心
と
し
た
受
賞
作

時

内

定

費

申

周　辺　地　図
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日
（火） 月
～ 日

（日）

　漫画家・藤子不二雄�さんに、漫画人生やアニ
メ化された作品についての秘話を語っていただき
ます。（聞き手＝杉並アニメーションミュージアム
館長・鈴木伸一）
　 １２月１０日�午後１時～２時 アニメシアタ
ー ５０名 無料 杉並アニメーションミュージ
アムにある申込書、電話またはＥメール（３面記
入例参照・件名に行事名を必ず明記）で、同ミュ
ージアムへ（先着順）

時 場

定 費 申

1 8年

★特別トークショー藤子不二雄○Ａ と語る

【住　所】〒１６７‐００４３上荻３‐２９‐５杉並会館３階
　　　　　�３３９６‐１５１０　�office@sam.or.jp
　　　　　 http://www.sam.or.jp/
【開館時間】午前１０時～午後６時（入館は５時３０分まで）
【休館日】毎週月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）
　　　　　および１２月２８日～１８年１月４日
【入館料】無料（１８年３月３１日まで観覧無料期間を延長しました）

HP

▲スリーピー  ○C フルカワタク

○C
 

藤
子
ス
タ
ジ
オ
／
シ
ン
エ
イ
動
画

▲THE  MAN  IN  THE  ROOM
○C BACA－JA ２００５

▲○C 藤子スタジオ　イラスト：鈴木伸一（杉並アニメーションミュージアム館長）

【交通】　ＪＲ中央線・東京メトロ丸ノ内線荻窪駅北口０番・１番バ
ス乗り場から関東バス５分「荻窪警察署前」下車　徒歩１分
※ミュージアム専用駐車場はありません。（周辺にコイン・パーキン
グがありますので、お問い合わせください）
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●
頼
れ
る
終
身
年
金
で
す

　
　

歳
〜　

歳
ま
で
の
四
〇
年

２０

６０

間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期

間
と
免
除
期
間
な
ど
の
合
計
が

二
五
年
以
上
あ
れ
ば
、
生
涯
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
税
制
上
も
有
利
で
す

　

納
め
た
保
険
料
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
国
の
負
担
率
が
引
き
上
げ
に

な
り
ま
す

　

皆
さ
ん
が
払
っ
た
保
険
料
以

外
に
国
が
三
分
の
一
の
年
金
額

を
負
担
し
て
い
ま
す
が
、　

年
２１

度
を
目
途
に
二
分
の
一
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

 
◇
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
方

�
第
一
号
被
保
険
者
＝
日
本
国

内
に
住
ん
で
い
る　

歳
以
上　

２０

６０

歳
未
満
の
方
。
自
営
業
者
、
学

生
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
、
保

険
料
は
月
額
一
万
三
五
八
〇
円

（　

年
度
）。ま
た
将
来
の
年
金

１７ 国
民
年
金
の

国
民
年
金
の

利
点
利
点歳

に
な
っ
た
ら

　

歳
に
な
っ
た
ら

２０２０全
員
加
入

全
員
加
入

額
を
増
や
す
付
加
保
険
料
の
制

度
（
月
額
四
〇
〇
円
増
）
も
あ

り
ま
す
。

�
第
二
号
被
保
険
者
＝
会
社

員
、
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
。
保
険
料
は
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
第
三
号
被
保
険
者
＝
第
二
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
。
保
険
料
を
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
扶
養
者
の

勤
務
先
に
届
出
が
必
要
で
す
。

◇
希
望
に
よ
り
加
入
で
き
る
方

�
日
本
国
籍
を
持
ち
、
外
国
に

居
住
し
て
い
る　

歳
以
上　

歳

２０

６５

未
満
の
方

�
日
本
に
居
住
し
て
い
る　

歳
６０

以
上　

歳
未
満
の
方

６５

�　

歳
以
上　

歳
未
満
で
、
老

６５

７０

齢
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
権
の

な
い
方
（
昭
和　

年
４
月
１
日

４０

以
前
生
ま
れ
に
限
る
）

 　

所
得
が
少
な
い
な
ど
経
済
的

な
理
由
で
納
付
が
困
難
な
方

は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

保
険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予
に

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
免
除

　

全
額
免
除
と
半
額
免
除
が
あ

保
険
料
の
納
付
が

保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き

困
難
な
と
き

り
、将
来
受
給
す
る
年
金
額
は
、

全
額
免
除
期
間
は
納
付
し
た
場

合
の
三
分
の
一
、
半
額
免
除
期

間
は
三
分
の
二
で
計
算
さ
れ
ま

す
（
半
額
免
除
は
半
額
の
保
険

料
の
納
付
が
必
要
で
す
）。

◇
学
生
納
付
特
例

　

大
学
（
院
）、
短
大
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
な
ど
（
夜
間
を
含
む
）

に
在
学
す
る
学
生
が
、
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◇
若
年
者
納
付
猶
予

　
　

歳
未
満
の
方
が
、
保
険
料

３０
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
免
除
は
本
人
と
世
帯
主
お
よ

び
配
偶
者
、
学
生
は
本
人
、

若
年
者
は
本
人
と
配
偶
者
の

所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
猶
予
（
学
生
・
若
年
者
）
さ

れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け

る
た
め
の
受
給
資
格
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

免
除
や
猶
予
が
認
め
ら
れ
た

期
間
は
一
〇
年
以
内
な
ら

ば
、
あ
と
か
ら
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 
◇
老
齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保

受
け
取
る

受
け
取
る

年
金
の
種
類

年
金
の
種
類

険
料
納
付
済
期
間
や
免
除
期
間

な
ど
の
合
計
が
二
五
年
以
上
あ

る
方
が
、　

歳
か
ら
受
給
で
き

６５

ま
す
。
年
金
額
（　

年
度
）
は
、

１７

年
額
七
九
万
四
五
〇
〇
円
（
四

〇
年
間
保
険
料
納
付
済
で
、　
６５

歳
受
給
開
始
の
場
合
）
で
す
。

◇
障
害
基
礎
年
金

　

加
入
中
ま
た
は　

歳
前
に
初

２０

診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が
に
よ

っ
て
重
い
障
害
を
持
ち
、
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
方
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
※
保
険
料
の
納
付

な
ど
要
件
が
あ
り
ま
す
。

◇
遺
族
基
礎
年
金

　

加
入
者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
た
方

が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
扶
養
さ

れ
て
い
た
子
の
い
る
妻
ま
た
は

子
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
※
保
険

料
の
納
付
な
ど
要
件
が
あ
り
ま

す
。

◇
特
別
障
害
給
付
金
制
度

　
　

歳
未
満
の
方
で
、
平
成
３

６５
年
３
月
以
前
に
学
生
だ
っ
た

方
、
ま
た
は
昭
和　

年
３
月
以

６１

前
に
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
加

入
者
の
配
偶
者
だ
っ
た
方
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か

っ
た
期
間
に
初
診
日
が
あ
り
、

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
一
・

二
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
※
所

得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◇
キ
ャ
ン
デ
ィ
入
れ
人
形
を

　

作
り
ま
せ
ん
か

　

ク
リ
ス
マ
ス
風
の
残
り
布

で
作
れ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
人
形

に
早
変
わ
り
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
、　

月　

１１

２８

１２

１２

日
�
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
（
計
二
回
） 

一
五
名

３０
 

三
〇
〇
円 

電
話
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
へ

（
先
着
順
）

◇
落
ち
葉
と
生
ご
み
で 
堆  
肥 

た
い 
ひ

　

作
り
講
習
会

　

ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
ベ

ラ
ン
ダ
で
で
き
る
堆
肥
作
り

を
お
教
え
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時

１１

２９

１０

　

分
〜
正
午 

二
〇
名 

無

３０料 

電
話
で
、
リ
サ
イ
ク
ル

ひ
ろ
ば
高
井
戸
へ（
先
着
順
）

◇
女
子
美
生
の
ア
ー
ト
な
一

日
〜
簡
単
お
し
ゃ
れ
な
マ

イ
バ
ッ
グ
づ
く
り
＆
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

女
子
美
生
と
一
緒
に
世
界

に
ひ
と
つ
だ
け
の
マ
イ
バ
ッ

グ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
時
開
催

し
ま
す
。

　
 
　

月
４
日
�
�
午
前　

１２

１０

時　

分
〜
正
午
�
午
後
１
時

３０
〜
２
時　

分 

女
子
美
術
大

３０

学
生 

小
学
四
年
生
以
上 

各
七
名 

二
〇
〇
円 

電
話

時

定

費

申

時

定

費

申時

師

対

定

費

申

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸
へ
（
先
着
順
）

◇
ジ
ュ
エ
リ
ー　

リ
メ
イ
ク

　

宝
石
箱
に
眠
っ
て
い
る
ジ

ュ
エ
リ
ー
に
、
ビ
ー
ズ
を
付

け
加
え
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

　
 

�　

月
５
日
�
�
９
日

１２

�
い
ず
れ
も
午
前　

時　

分

１０

３０

〜
午
後
０
時　

分 

・ 

�

３０

パ
ー
ル
と
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー

の
チ
ョ
ー
カ
ー
＝
四
〇
〇
円

�
天
然
石
（
水
晶
・
ヒ
ス
イ
・

ガ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
＝
四
五
〇
円 

各
一
二
名

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
に
�
�
の
希
望
も

書
い
て
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

２４

ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
へ

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
in

　

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 
　

月
３
日
�
・
４
日
�

１２

午
前　

時
〜
午
後
２
時 

区

１０

内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業
者

不
可
） 

募
集
区
画
＝
各
日

一
四
区
画（
抽
選
） 

一
〇
〇

〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
参
加
希
望

日
も
書
い
て
、　

月　

日（
必

１１

１９

着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ

ろ
ば
高
井
戸
へ 

車
で
の
搬

出
入
・
来
場
は
で
き
ま
せ
ん

☆

　
 

・ 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０
７

１６８

２
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
�

３
３
３
１
‐
４
３
６
０
／
水
・

木
曜
日
休
館
）

時

内

費

定

申
時

対

定

費

申

他

場

問

�

�

�

�

������������������������������������������������������

������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
◇
寡
婦
年
金

　

第
一
号
被
保
険
者
の
納
付
済

期
間
な
ど
が
二
五
年
以
上
あ
る

夫（
婚
姻
期
間
一
〇
年
以
上
）が

国
民
年
金
な
ら

国
民
年
金
な
ら

で
は
の
制
度
も

で
は
の
制
度
も

年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、妻
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
死
亡
一
時
金

　

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
方

が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な

っ
た
と
き
、
生
計
が
同
一
の
遺

族
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　国民年金の業務は、区役所の国保年金課国民年金係と、国の機
関である杉並社会保険事務所の２つに分かれて行っています。
　次の内容については、杉並社会保険事務所で扱っています。
◇国民年金保険料に関すること
　納付の確認、保険料納付書の請求、口座振替に関すること
◇年金を受け取っていた方が亡くなったとき（ただし障害基礎
年金などの受給者が亡くなった場合は区役所です）
◇厚生年金に加入したことがあるか、第３号被保険者だった期
間のある方が年金の受給手続きを行うとき

国民年金推進員（非常勤の国家公務員）が、制度のＰＲや保険料
納付などについて、区内の国民年金加入者宅を訪問しています
　写真付きの身分証明書を携帯しています。不審に思われたと
きは、杉並社会保険事務所までご確認ください。

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
の

講
座
・
催
し

社
会
保
険
庁
の
電
話
年
金
相
談

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

中
央
年
金
相
談
室
の
電
話
番
号

は
、
左
記
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
※
受
付
時
間
は
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

３０日
、
祝
日
は
除
く
）

◇
年
金
請
求
な
ど
の
相
談

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１

６
５

◇
す
で
に
年
金
を
受
け
て
い
る

方
の
年
金
相
談

　

�
０
５
７
０
‐
０
７
‐
１
１

６
５

 　

社
会
保
険
庁
か
ら
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
の
老
齢
年
金
を
請

求
す
る
た
め
の
裁
定
請
求
書
が

次
の
時
期
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

①　

歳
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受

６０
給
資
格
を
満
た
し
、
厚
生
年
金

の
加
入
期
間
が
一
二
カ
月
以
上

あ
る
方
＝　

歳
に
達
す
る
三
カ

６０

月
前

②　

歳
で
受
給
権
が
発
生
す
る

６５
方
、
お
よ
び　

歳
か
ら　

歳
で

６０

６４

す
で
に
受
給
権
が
発
生
し
て
い

る
が
未
請
求
の
方
＝　

歳
に
達

６５

す
る
三
カ
月
前

裁
定
請
求
書
の

裁
定
請
求
書
の

事
前
送
付

事
前
送
付

こんなときには杉並社会保険事務所へ
〒１６６‐８５５０　高円寺南２‐５４‐９ �３３１２‐１５１１　

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�
�
�
�
�

国
民
年
金

目
覚
ま
し
い
医
学
の
進
歩
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、日
本
人
の
平
均
寿
命
は
ま

す
ま
す
延
び
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
は
、老
後
の
生
活
の
基
本
的
な
部
分
を
支
え
る

も
の
と
し
て
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
万
一
の
け
が
で
障
害
に
な
っ

た
時
な
ど
に
も
強
い
味
方
と
な
り
ま
す
。

―
―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
へ
。

� �



�������●３ 平成１７（２００５）年��月��日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

し
ょ
う
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２６

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

パ
ネ
リ
ス
ト

２２

３２

（
予
定
）
＝
杉
並
区
長
、
環
境

省
地
球
環
境
局
局
長
、
環
境
省

エ
コ
フ
ロ
ー
サ
ポ
ー
ト
本
部
本

部
長
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
杉
並
地
域
会
代

表 

環
境
や
教
育
に
関
心
の
あ

る
方 

八
〇
名
（
抽
選
） 

無

料 

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参
照
）

で
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

２４

に
Ｊ
Ｉ
Ａ
杉
並
地
域
会（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
３
―　

―
３１

　

モ
リ
タ
ビ
ル
Ⅱ
六
階
ベ
ル
建

１４築
研
究
所
内
�
３
２
２
０
‐
５

５
９
３
�s

a
k
a
n
o
@
b
e
llk

e
n
.c
o
.jp

）へ 

同
会
�
３
２

２
０
‐
５
１
０
０

中
央
線
文
化
、再
発
見
�  

２

　

人
々
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い

中
央
線
文
化
の
魔
力
と
は
。
あ

の
手
こ
の
手
の「
中
央
線
生
活
、

魅
力
談
義
」
で
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２６

４
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

作
家
・

１９

ね
じ
め
正
一
、
三
善
里
沙
子 

時
場

師

対
定

費

申

問

Vol.

時
場

師

定

一
五
〇
名 

一
五
〇
〇
円
（
前

売
り
一
二
〇
〇
円
） 

・ 

フ

ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
サ
ポ

ー
ト
・
カ
ウ
ン
シ
ル
�
・
�
３

３
９
４
‐
０
６
３
７
へ

�
景
観
ま
ち
づ
く
り
発
表
会

阿
佐
谷
の 
賑 
わ
い
を 

に
ぎ

デ
ザ
イ
ン
す
る 

―
阿
佐
谷
調
査
隊

　

工
学
院
大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
学
生
が
阿
佐
谷
の
街
を

歩
き
、
魅
力
を
分
析
、
課
題
を

発
見
し
、
魅
力
を
い
か
す
都
市

空
間
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

学
生
の 
斬  
新 
な
企
画
発
表
や

ざ
ん 
し
ん

意
見
交
換
か
ら
、街
の
課
題
と
、

将
来
を
考
え
ま
せ
ん
か
。（
区
後

援
）

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

１６

４
時　

分
（
１
時　

分
開
場
）

３０

３０

 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南

３
―
２
―　

） 

・ 

講
評

１９

（
工
学
院
大
学
都
市
デ
ザ
イ
ン

学
科
教
授
・
倉
田
道
直
）、
学
生

の
発
表
、
意
見
交
換 

八
〇
名

（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

ま
ち
づ
く
り
推

進
課
景
観
係 費

申

問

時
場

内

師
定

費

申

問

館
（
西
荻
北
２
―　

―
７
） 

１０

第
一
部
＝
な
じ
み
深
い
曲
、
聞

き
た
い
曲
な
ど
で
オ
ペ
ラ
の
舞

台
作
り
▽
第
二
部
＝
音
楽
教
室

の
子
ど
も
た
ち
と
声
楽
家
が
楽

し
い
音
楽
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

観
客
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
大
合

唱
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う 

三
〇

〇
名
（
先
着
順
） 

五
〇
〇
円

（
小
学
生
以
下
は
無
料
） 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
西
荻
ま
ち
メ
デ
ィ
ア
・
小
笹

�
０
９
０
‐
２
３
２
７
‐
３
１

１
６

出
会
い
の
機
会 

―
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
支

援
団
体
の
情
報
提
供
の
場

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

１９

４
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉
並

３０

（
梅
里
１
―　

―　

） 

�「
進

２２

３２

路
」
面
で
役
立
つ
団
体
・
施
設

の
紹
介
と
実
践
報
告
（
パ
ン
工

房
と
農
業
実
習
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
化
学
習
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
武
蔵
国
際
総
合
学
園
の
取

り
組
み
）
�
希
望
者
へ
の
個
別

説
明 
　

歳
以
上
で
不
登
校
・

１６

引
き
こ
も
り
な
ど
を
経
験
し
て

い
る
方
と
そ
の
家
族 

一
〇
〇

名 

五
〇
〇
円（
資
料
代
含
む
）

 

・ 

電
話
で
、
不
登
校
情
報

セ
ン
タ
ー
�
３
６
５
４
‐
０
１

８
１
へ
（
先
着
順
）　

�
健
康
都
市
杉
並
フ
ァ
ロ 

２
０
０
５
地
域
イ
ベ
ン
ト 

　

い
ず
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

in紅
葉
の
武
蔵
野
を
歩
く

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時

１１

２６

１０

（
集
合
時
間
）〜
午
後
１
時 

・

 

Ｊ
Ｒ
吉
祥
寺
駅
公
園
口
（
集

合
場
所
）
↓
西
国
分
寺
↓
万
葉

植
物
園
↓
文
化
財
保
存
館
↓
お

鷹
の
道
↓
真
姿
の
池
・ 
湧  
水  
群 

ゆ
う 
す
い 
ぐ
ん

↓
殿
ケ
谷
戸
公
園
↓
国
分
寺
駅 内

定

費

申

問

時

場

内

対

定

費
申

問
時

場

内

（
解
散
） 

区
内
在
住
の
方 

二
〇
名 

無
料
（
交
通
費
・
入

園
料
は
自
己
負
担
） 

・ 

電

話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先

着
順
）　

 
�
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ
記
念
事
業 

海
野
和
男
講
演
会
・ 

写
真
教
室

 　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１１

３０

分
〜
４
時
（
区
共
催
） 

あ
ん

さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　
１５

―　

） 

昆
虫
写
真
家
・
海
野

１３
和
男 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
お
よ
び
す
ぎ
な
み
環
境

カ
エ
ル
く
ら
ぶ
会
員
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

六
〇

名
（
抽
選
） 

五
〇
円 

往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
参

加
者
全
員
の
氏
名
（
カ
エ
ル
く

ら
ぶ
会
員
は
会
員
番
号
）
も
書

い
て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

３０

で
に
環
境
課
環
境
都
市
推
進
担

当
へ 

同
担
当 

来
場
者
の
中

か
ら
抽
選
で
五
名
に
海
野
和
男

さ
ん
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
差
し
上

げ
ま
す

�
海
外
文
化
セ
ミ
ナ
ー 

ド
イ
ツ

　
「
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
年
」

の
今
年
、
ド
イ
ツ
の
文
化
に
ふ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
で
た

だ
一
人
の
女
性
ヨ
ー
デ
ラ
ー
・

北
川
桜
さ
ん
の
民
族
音
楽
・
踊

対

定

費

申

問
▲海野　和男

時

場

師
対

定

費

申

問

他

り
、
交
流
会
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１２

１０

４
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

区
内
在

１９

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
と
文
化
・

交
流
協
会
会
員 

一
二
〇
名 

五
〇
〇
円 

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
記
入
例
参
照
）
に
国

籍
、
協
会
会
員
は
会
員
番
号
も

書
い
て
、
文
化
・
交
流
協
会
交

流
係
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐

１６６

谷
南
１
―　

―
２
�
５
３
７
８

１４

‐
８
８
４
４
）
へ
（
先
着
順
）

 

同
係
�
５
３
７
８
‐
８
８
３

３�
子
育
て
す
る
な
ら
わ
が
ま

ち
で
� 

協
働
の
か
た
ち
―
子
育
て

か
ら
地
域
資
源
を
見
直
そ
う

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２５

１０

午
後
５
時　

分
（
区
後
援
） 

２０

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
七
階
（
三
鷹

市
下
連
雀
３
―　

―
４
） 

右

３８

下
表
の
と
お
り 

地
域
の
市
民

団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
子
育
て
支
援

に
興
味
の
あ
る
方
な
ど 

五
〇

〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

と
う
き
ょ

う
子
育
て
ね
っ
と
実
行
委
員
会

事
務
局
・
山
本
（
ま
ち
づ
く
り

三
鷹
）
�
０
４
２
２
‐
４
０
‐

９
６
６
９ 

h
ttp
://w
w
w
.t

o
k
y
o
-k
o
s
o
d
a
te
.jp
/

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

学
校
エ
コ
改
修
っ
て
何
？

学
校
か
ら
広
げ
よ
う
� 

地
域
の
環
境
づ
く
り

　

エ
ア
コ
ン
な
ど
機
械
の
力
に

頼
ら
な
い
、
夏
涼
し
く
、
冬
暖

か
い
学
習
環
境
づ
く
り
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
知
恵
を
使
っ

た
学
校
の
環
境
改
善
を
学
び
、

豊
か
な
地
域
環
境
を
つ
く
り
ま

時
場

対

定

費

申

問
時

場
内

対

定

費

申

問

HP

杉
並
郷
土
芸
能
大
会

　

区
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財

「
里
神
楽
」
や 
祭
囃
子 
、 
獅  
子 

ま
つ
り
ば
や
し 

し 

し

 
舞 
な
ど
の
郷
土
芸
能
を
公
開
し

ま
いま

す
。（
区
共
催
）

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

２０

４
時
（
０
時　

分
開
場
） 

セ

３０

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

） 

五
六
八
名
（
先
着
順
）

３２
 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化

財
係

子
ど
も
の
本 

リ
サ
イ
ク
ル
市

　
 
　

月　

日
�
・　

日
�
午

１１

１９

２０

前　

時
〜
午
後
４
時 

中
央
図

１０
書
館
（
荻
窪
３
―　

―　

） 

４０

２３

当
日
、
直
接
会
場
へ 

中
央
図

書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
担
当
�
３

３
９
１
‐
５
７
５
４ 

絵
本
・

児
童
本
を
提
供
し
た
い
方
は
、

　

月　

日
ま
で
に
中
央
図
書
館

１１

１８

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
汚
れ
や
傷
み
、
名
前
な
ど
の

書
き
込
み
が
あ
る
本
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会 

古
今
亭
菊
朗
勉
強
会

　

古
今
亭
圓
菊
に
入
門
し
、　
１５

年
度「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸
大
賞
」

大
賞
受
賞
な
ど
数
々
の
受
賞
歴

を
持
つ
、
古
今
亭
菊
朗
の
登
場

で
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１１

１９

時

場

定

費

申

問
時

場

申

問他

時

演
（
１
時　

分
開
場
） 

杉
並

３０

会
館（
上
荻
３
―　

―
５
） 

七

２９

〇
名 

五
〇
〇
円
（
協
会
会
員

割
引
な
し
） 

・ 

電
話
で
、文

化
･
交
流
協
会
文
化
係
�
５
３

１
１ 
‐ 
７
０
３
５
へ（
先
着
順
）

吾
妻
の
朝
市

　

区
の
友
好
都
市
で
あ
る
群
馬

県
吾
妻
町
が
、
町
の
紹
介
と
コ

ニ
フ
ァ
ー
い
わ
び
つ
（
旧
す
ぎ

な
み
自
然
村
）の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、

ほ
う
れ
ん
草
・
春
菊
・
さ
つ
ま

い
も
・
さ
と
い
も
・
し
い
た
け
・

原
木
ナ
メ
コ
・
大
根
な
ど
朝
採

り
野
菜
の
産
直
市
を
開
催
し
ま

す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２４

１０

午
後
１
時
（
雨
天
決
行
・
売
り

切
れ
次
第
終
了
） 

区
役
所
中

杉
通
り
側
入
口
前 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

文
化
・
交
流
課 

買
い
物
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

�
す
ぎ
の
き
生
活
園 

杉
実
祭

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２６

１０

午
後
３
時 

す
ぎ
の
き
生
活
園

（
井
草
３
―　

―　

） 

作
品

１８

１４

の
展
示
・
即
売
、
バ
ザ
ー
、
焼

き
い
も
販
売
、
ゲ
ー
ム
、
模
擬

場
定

費

申

問

時

場申

問

他

時

場

内

店
な
ど 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

す
ぎ
の
き
生
活
園
�
３
３
９

９
‐
８
９
５
３　

手
織
り
展

　
 
　

月　

日
�
〜　

日
�
午

１１

１９

２１

前　

時
〜
午
後
４
時
（　

日
は

１１

２１

３
時
ま
で
・
区
後
援
） 

杉
並

第
四
い
ず
み
福
祉
作
業
所
・
工

房
「
手
と
手
」（
方
南
１
―　

―
５２

　

） 

ウ
ー
ル
の
マ
フ
ラ
ー
や

２０シ
ョ
ー
ル
、
絹
裂
織
り
の
バ
ッ

グ
な
ど
の
展
示
即
売
会 

当

日
、直
接
会
場
へ 

同
作
業
所
・

工
房
「
手
と
手
」
�
３
３
２
１

‐
４
４
８
５

�
す
ぎ
な
み
「
青
い
鳥
」 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
の
集
い

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２６

１０

午
後
８
時　

分 

勤
労
福
祉
会

３０

館
（
桃
井
４
―
３
―
２
） 

カ

ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

ほ
か 

三
六
六
名 

無
料
（
寄

付
金
を
募
り
ま
す
） 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

す
ぎ
な
み
「
青

い
鳥
」
事
務
局
・
中
村
�
３
３

０
２
‐
７
０
２
３

西
荻
ま
ち
メ
デ
ィ
ア 

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
５

　

年
代
を
越
え
た
地
域
の
方
が

プ
ロ
の
声
楽
家
と
と
も
に
歌
う

オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２６

４
時
（
１
時　

分
開
場
・
区
後

３０

援
） 

桃
井
第
三
小
学
校
体
育

申

問
時

場

内

申

問

時

場

内

定

費
申

問

時
場

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

〈子育てするならわがまちで〉
内　容／講師など時　間

「今後、子育て支援NPOに求められる協働
のあり方」／まとめ役＝ＮＰＯ研修・情報
センター代表理事・世古一穂

午前１０時～
　　　正午

基調講演トーク「協働は、どこまで実現で
きるの？」／大正大学・西郷泰之、世田谷
区子ども部・田中茂

午後１時～
　２時１０分

ワークショップ１「子育てネットワークは、
虐待予防にどこまで役立つの？」／まとめ
役＝杏林大学・熊井利廣

２時２０分～
　　　４時

ワークショップ２「子育て支援は協働する
と１００倍楽しくなる」／まとめ役＝子育て環
境研究所・杉山千佳

ワークショップ３「子育ての現場からみた
協働のかたち」／まとめ役＝大正大学・西
郷泰之

全体会および提言「都市の子育て緊急宣言」４時３０分～
　５時２０分

▲古今亭菊朗
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�
区
民
企
画
講
座 

高
円
寺
若
者
雑
学
塾 

ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
を

作
ろ
う
�

　

台
所
に
あ
る
身
近
な
道
具
や

材
料
で
、
か
わ
い
い
ア
ロ
マ
キ

ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

　
 
　

月
４
日
�
午
後
１
時
〜

１２

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

二
〇
名
（
抽

２２

３２

選
） 

五
〇
円
（
保
険
料
） 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

１８

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６６

０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
�s

h
a

k
y
o
-c
@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.

lg
.jp

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
７
‐
６
６
２
１

木
版
画
に
よ
る 

年
賀
状
講
習
会

　

来
年
の 
干  
支 
、 
戌 
年
の
年
賀

え 

と 

い
ぬ

状
を
作
り
ま
す
。

　
 
　

月
４
日
�
午
後
１
時
〜

１２

５
時 

杉
並
会
館
（
上
荻
３
―

　

―
５
） 

版
の
会
・
津
野
岳

２９彦
ほ
か 

区
内
在
住
の
方 

三

〇
名
（
抽
選
） 

七
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
で
、　

月　

日（
必
着
）ま

１１

２３

時
場

定

費

申

問

時
場

師
対

定

費

申

で
に
小
野
忠
重
版
画
館（
〒　

‐
１６６

０
０
０
１
阿
佐
谷
北
２
―　

―
２５

　

）
へ 

同
館
・
小
野
�
３
３

１６３
８
‐
９
２
８
２

�
児
童
館
第
六
ブ
ロ
ッ
ク
事
業

中
高
生
向
け
ダ
ン
ス 

講
習
会

　
 
　

月　

日
・　

日
、　

年

１２

１０

１７

１８

１
月
７
日
・　

日
、
２
月　

日
、

１４

２５

３
月　

日
／
い
ず
れ
も
土
曜
日

１８

の
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

１５

１１

３０

（
計
六
回
） 

本
天
沼
児
童
館

（
本
天
沼
３
―　

―　

） 

ス

３４

３５

タ
ジ
オ
フ
ェ
イ
ス
・
向
井
め
ぐ

み 

区
内
在
学
の
中
学
・
高
校

生
で
全
回
参
加
で
き
る
方 

二

〇
名 

無
料 
　

月　

日
午
前

１１

２６

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
本
天
沼
児
童
館
�
３
３
９

５
‐
３
８
０
３
へ
（
先
着
順
）

 

同
館

�
親
子
体
験
教
室 

扇
づ
く
り

　
 
　

月
３
日
�
・　

日
�
い

１２

１７

ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
（
計
二
回
） 

郷
土
博
物

３０館 

扇
子
職
人
・
内
田
順
久 

小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
と

そ
の
保
護
者
で
両
日
参
加
で
き

る
方 

一
〇
組
（
保
護
者
一
名

に
つ
き
子
ど
も
二
名
ま
で
） 

大
人
一
〇
〇
円
（
中
学
生
以
下

無
料
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
学
年
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

２５

に
郷
土
博
物
館
（
〒　

‐
０
０

１６８

６
１
大
宮
１
―　

―
８
）
へ 

２０

同
館
�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１

初
め
て
の
庭
木
の
せ
ん
定

　
 
　

月
４
日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

柏
の
宮
公
園
（
浜
田
山
２
―
５

―
１
） 

安
藤
庭
苑
・
安
藤
一

問

時

場

師

対

定

費

申

問
時

場

師

対

定

費

申

問

時

場

師

茂 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

一
五
名
（
抽
選
） 

三

〇
〇
円
（
保
険
料
・
資
材
費
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、　

月　

日
（
必
着
）

１１

１７

ま
で
に
公
園
緑
地
課
内
み
ど
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
杉
並
事
務
局

へ 

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

杉
並
・
植
木
応
援
団
・
安
藤
�

３
３
２
３
‐
６
１
４
７

�
か
ん
き
ょ
う
講
座 

基
本
は
重
曹
�
人
と
住
ま
い

に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

ア
ク
リ
ル
た
わ
し
も
作
り
ま

す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

３０

４
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

３０

窪
・
第
一
〜
三
教
室 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

二
五

名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
円
（
材

料
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
で
、　

月　

日

１１

２１

（
必
着
）
ま
で
に
す
ぎ
な
み
環

境
情
報
館
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
５
―　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ

１５

１３

る
荻
窪
内
）
へ 

同
館
�
３
３

９
８
‐
３
１
９
１

子
ど
も
の
心
を
も
っ
と
知

り
た
く
な
い
で
す
か
？ 

―
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育

て
ま
し
ょ
う

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１６

１０

正
午
（
区
後
援
） 

産
業
商
工

会
館（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

 

元
東
京
少
年
鑑
別
所
所
長
・

山
下
武
子 

六
〇
名（
先
着
順
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

区
更
生
保
護
女
性
会
会
長
・

古
畑
�
３
３
９
０
‐
７
６
７
８

未
来
の
子
ど
も
を
守
る
こ
と

―
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２６

４
時
（
１
時　

分
開
場
・
区
後

３０

対
定

費

申
問時

場

対
定

費

申

問

時

場

師

定

費

申

問
時

援
） 

女
子
美
術
大
学
杉
並
キ

ャ
ン
パ
ス（
和
田
１
―　

―
８
）

４９

 

絵
本
作
家
・
安
藤
由
紀 

区

内
在
住
の
方 

六
〇
名 

一
〇

〇
〇
円（
記
録
誌
発
送
代
含
む
・

学
生
は
無
料
） 

・ 

電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、
女
子
美
術
大
学
同

窓
会
�
３
３
８
１
‐
１
５
０
０

�
３
３
８
１
‐
１
５
０
７
へ（
先

着
順
）

女
性
の
た
め
の
護
身
術
入
門

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１０

４
時 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー 

�
講
演
「
ひ
っ
た
く
り
、

空
き
巣
な
ど
を
防
止
す
る
心

得
」
�
護
身
術
入
門
（
実
技
）

 

区
地
域
安
全
担
当
課
長
、
杉

並
警
察
署
女
性
警
察
官 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

（
区
外
の
方
は
要
相
談
） 

三

〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面
記

入
例
参
照
）
で
、　

月　

日

１１

２８

（
必
着
）
ま
で
に
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

１
荻
窪
１
―　

―
３
�
３
３
９

５６

３
‐
４
７
１
４
）
へ 

同
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

 

託
児
あ
り
（
１
歳
〜
未
就
学

児
・
五
名
。
要
事
前
申
し
込
み
）

�
す
ぎ
な
み
地
域
活
動
ネ
ッ
ト

利
用
者
講
座

　

地
域
の
情
報
を
発
信
す
る

「
す
ぎ
な
み
地
域
活
動
ネ
ッ

ト
」
の
利
用
希
望
団
体
の
た
め

の
講
座
で
す
。

　
 
　

月　

日
�
・　

日
�
午

１２

１５

１６

後
２
時
〜
４
時　

分（
計
二
回
）

３０

 

済
美
教
育
セ
ン
タ
ー
（
堀
ノ

内
２
―
５
―　

） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

２６

人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
日

間
参
加
で
き
る
団
体 

二
〇
団

体 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は

場

師

対

定

費

申

問

時
場

内
師

対
定

費

申
問

他
時

場

師

対
定

費

申

問

フ
ァ
ク
ス
で
、
団
体
名
・
参
加

者
氏
名
・
連
絡
先
を　

月　

日

１１

３０

ま
で
に
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
�

５
３
０
６
‐
３
９
３
９
�
５
３

０
６
‐
６
５
９
７
へ
（
先
着
順
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
講
座

　
 
　

月　

日
�
午
前
９
時　

１１

２６

３０

分
〜
正
午 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

法
人
化
す
る
場
合

１５

１３

の
要
件
、
手
続
き
の
流
れ
、
法

人
化
の
長
所
・
短
所
な
ど
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
関
係
者
の
講
義
も
予

定 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
を
考

え
て
い
る
方 

一
五
名 

一
〇

〇
〇
円 

・ 
　

月　

日
か
ら

１１

１２

電
話
で
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
へ（
先

着
順
）

地
域
教
育
リ
ー
ダ
ー 

養
成
講
座

　

学
校
教
育
・
学
校
外
教
育
を

豊
か
に
し
て
い
く
た
め
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体
を
学

校
内
外
で
の
取
り
組
み
に
つ
な

げ
る
た
め
の
人
材
を
養
成
す
る

講
座
で
す
。

　
 
　

月
２
日
・
９
日
・　

日
、

１２

１６

　

年
１
月　

日
・　

日
・　

日

１８

１３

２０

２７

／
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午
後
１

時　

分
〜
４
時　

分（
計
六
回
）

３０

３０

 

区
内
施
設
・
区
立
学
校
な
ど

 

教
育
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
運

営
学
校
運
営
委
員
、
学
校
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど 

学

校
と
地
域
の
連
携
を
進
め
る
リ

ー
ダ
ー
な
ど
の
活
動
に
関
心
の

あ
る　

歳
ま
で
の
方 

一
〇
名

５５

（
選
考
） 

無
料 

所
定
の
申

込
用
紙
（
申
込
先
へ
請
求
）
を

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ

１１

２４

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ク
ー
ル
・
ア
ド
バ

時

場内

対

定

費

申

問

時
場師

対

定

費

申

イ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�
・
�

３
３
９
０
‐
０
４
０
４
ま
た
は

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
学
校
支

援
係
（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ

 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
学
校

支
援
係

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
セ
ミ
ナ
ー 

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
予
定
者
・

初
め
て
管
理
組
合
役
員
に

な
っ
た
方
へ
の
基
礎
講
座

　
 
　

月
３
日
�
午
後
１
時　

１２

１５

分
〜
５
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―　

四
階
） 

�
実

４７

１７

際
の
管
理
員
の
立
場
で
み
た
マ

ン
シ
ョ
ン
〜
管
理
組
合
が
損
を

し
な
い
た
め
に
�
マ
ン
シ
ョ
ン

に
住
み
続
け
る
た
め
の
知
恵 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ

ー
ズ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
�
３
２

９
２
‐
６
４
６
４
�
３
２
９
２
‐

６
４
６
５
�m

o
c
@
n
p
o
-j

p
.n
e
t

へ
（
先
着
順
）

�
住
ま
い
の
勉
強
会 

 
貴
方 
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、

あ
な
た

そ
の
前
に
�
―
我
が
家
の

防
犯
対
策
を
見
直
す

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

２５

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

荻
窪

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
２

―　

―　

） 

講
演
と
住
ま
い

３４

２０

の
相
談
会 

三
〇
名 

五
〇
〇

円（
資
料
代
） 

・ 

電
話
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
３

面
記
入
例
参
照
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
住
環
境
ネ
ッ
ト
�
５
３
３

６
‐
６
６
０
４
�
５
３
３
６
‐

６
６
０
９
�in

fo
@
n
p
o
-jy

u
k
a
n
k
y
o
.n
e
t

へ
（
先
着
順
）

問
時

場

内

定

費

申

問

時

場

内
定

費

申

問

き
い
て
、
た
べ
て
、 

た
し
か
め
て

　

食
材
選
び
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

ま
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
が
取
り
組
む
環
境
対
策
の
お

話
で
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１８

１０

午
後
１
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
第
二
会
議
室
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

�
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

１５

１３

ン
・
コ
ン
ビ
ニ
環
境
推
進
部
総

括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
山
口
秀
和

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方 

三
九
名 

五
〇
〇
円
（
弁

当
代
含
む
） 

・ 

電
話
で
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
８

‐
３
１
４
１
へ
（
先
着
順
）

�
生
き
が
い
ク
ラ
ブ
杉
並 

健
康
で
長
寿
に
暮
ら
す

に
は
―
生
き
が
い
探
し
講
座

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

１９

３０

分
〜
３
時 

高
井
戸
西
敬
老
会

館
（
高
井
戸
西
１
―　

―
５
）

１７

 

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
玉
村
浩
通 

区
内

在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の
方

５０

 

二
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

玉
村

�
０
８
０
‐
１
１
６
５
‐
３
８

７
７

介
護
者
の
た
め
の 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

　

重
複
障
害
や
重
症
心
身
障
害

者
の
方
へ
の
介
護
・
介
助
に
必

要
な
知
識
と
技
能
な
ど
を
学
び

ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日
�
・　

日
�
午

１１

２６

２７

前　

時
〜
午
後
５
時
（
午
前
９

１０
時　

分
か
ら
受
付
） 

あ
ん
さ

３０
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

１３介
護
指
導
員
ほ
か 

区
内
在

住
・
在
勤
の
介
護
福
祉
士
、
有

時

場師

対
定

費申

問

時

場

師

対

定

費

申

問

時

場

師

対

資
格
ヘ
ル
パ
ー
（
取
得
見
込
者

を
含
む
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
障

害
者
の
家
族 

三
〇
名 

一
万

円
（
資
料
代
含
む
） 

・ 

電

話
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
す
み
草（
〒

　

‐
０
０
１
３
堀
ノ
内
３
―
１

１６６―
３
二
階
�
・
�
３
３
１
２
‐

９
１
９
１
�k

a
s
u
m
is
o
@
t

h
e
m
is
.o
c
n
.n
e
.jp

）へ（
先

着
順
）

「
こ
と
ば
」
の
介
護
講
座

　
 
　

月
３
日
�
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

高
円
寺
障
害
者
交
流
館
（
高
円

寺
南
２
―　

―　

） 

河
北
リ

２４

１８

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
言
語

療
法
士
・
恩
田
暢
子 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

失
語
症

友
の
会
事
務
局
・
勝
浦
�
・
�

３
３
３
０
‐
８
７
０
６　

�
家
族
介
護
教
室 

 
褥
瘡 
（
床
ず
れ
）
の 

じ
ょ
く
そ
う

ケ
ア
と
予
防

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２９

３
時　

分 

上
井
草
ふ
れ
あ
い

３０

の
家
（
上
井
草
３
―　

―　

）

３３

１０

 

高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る

方
な
ど 

二
五
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
上
井
草
ふ
れ
あ
い

の
家
�
３
３
９
４
‐
９
８
３
１

へ
（
先
着
順
）

�
健
康
づ
く
り
馬
橋
・
高
北

地
区
会
事
業 

歌
っ
て
、
笑
っ
て
、
健
康

力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
�

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２９

３
時　

分 

高
円
寺
保
健
セ
ン

３０

タ
ー（
高
円
寺
南
３
―　

―　

）

２４

１５

 

落
語
家
・
立
川
志
隆 

区
内

在
住
の
方 

三
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
高
円
寺
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
へ
（
先
着
順
）

定

費
申

問

時

場

師費

申

問

時

場

対

定

費

申

問
時

場

師

対

定

費

申

問

土曜日のパパママ学級
１２月１０日�午後１時～４時
高井戸保健センター

（〒１６８-００７２ 高井戸東３‐２０‐３�３３３４‐４３０４）
　【内容】ビデオ、もく浴実習、情報交換など【対
象】区内在住で、当日妊娠２８週以上の初産のカッ
プル２4組【参加費】無料【申込み】往復ハガキに２
人の氏名・住所・電話番号・出産予定日を書いて、
１１月２５日 （必着）までに同保健センターへ【その
他】応募多数の場合、出産予定日などで調整あり



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

●５ 平成１７（２００５）年��月��日（金曜日） �������

 

�杉並スポーツ祭典
◇テニス大会
　 １１月２７日�午前９時～午後
５時（区後援） 松ノ木運動場テ
ニスコート（松ノ木１‐３‐２２）
 混合ダブルス 区内在住・在勤
の方 ８０組（抽選） １組３０００円
 往復ハガキ（３面記入例参照）
に、クラブ名（あれば）も書いて、
１１月１６日（必着）までに新日本ス
ポーツ連盟・益子弘俊（〒１６６‐０００３
高円寺南４‐４９‐１）へ 同連
盟・益子�３３３０‐９７７７（午前１１時
３０分～午後６時）または�１８６‐０９０
‐６１７９‐５６８６（午後１０時～１１時）
◇バドミントン大会（男子・女子ダブルス）
　 １２月１１日�午前９時～午後５時（区後援） 大宮前体育館（宮前２‐１１‐１１）
 区内在住・在勤・在学の方 ６０組（抽選） １組２８００円、加盟クラブ・高校生
以下は１組２４００円 便せんなどに、ペア名、クラブ名、住所、電話、性別、年齢、
希望クラス（１部＝中・上級／２部＝初級）を記入して、現金書留で参加費を同封
のうえ１１月２５日（必着）までに新日本スポーツ連盟杉並バドミントン大会あて（〒
１７０‐００１３豊島区東池袋２‐３９‐２大住ビル４０１）郵送 同連盟・北川登�３９８１‐
１３４５（午前１１時～午後５時）
�レディースバレーボール大会（９人制）
　 １２月３日�午前９時～午後５時（区後援） 妙正寺体育館（清水３‐２０‐１２）
 区内在住・在勤の女性で構成されているクラブ ８チーム（抽選） １チーム
４０００円 往復ハガキにチーム名・代表者氏名・住所・電話・性別・年齢を書いて、
１１月２２日（必着）までに新日本スポーツ連盟・峰村光男（〒１６６‐０００２高円寺北３‐
１‐１０‐３１４）へ 同連盟・峰村�３３３７‐８７５８（午前９時～午前１０時）

 

�トレーニングセミナー　～シェイプアップコース～
　運動の効果がなかなか出ない、運動がなかなか続かない方、ぜひご参加ください。
健康づくりのお手伝いをします。
　 １２月５日・１２日・１９日（月曜日コース）または１２月１日・８日・２２日（木曜日
コース）いずれも午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 各コース５名
 １回４００円（入場料） ・ 月曜日・木曜日コースどちらか指定のうえ、前日ま
でに電話で、上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）

 

�筋力測定相談（バイオデックスで測定）
　左右の足の筋力（前後面）を測定し、トレーナーが個人の目的に合った効果的な
アドバイスを行います。ぜひ、この機会にご自分の筋力を測定してみませんか。
　 １２月１０日�午前９時～午後５時 上井草スポーツセンター・トレーニングルー
ム測定室（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上のふだん運動し
ている方 ７組（個人または２人組可） １５００円 電話で、希望測定時間（測定
時間は午前９時から１時間ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ
（先着順） �杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）

競技大会

時
場

内 対
定 費

申

問

時 場
対 定 費

申

問

時 場
対 定 費

申

問

スポーツ教室

時
場

対 定
費 申 問

その他

時 場
対

定 費 申

問

�
年
代
別
健
康
講
座 

子
育
て
応
援
で
地
域 

デ
ビ
ュ
ー

　
 

・ 

・ 

�　

月　

日
�

１１

２８

＝
子
育
て
応
援
あ
な
た
の
出
番

�　

月
５
日
�
＝
い
ま
ど
き
の

１２
お
母
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
を
知

ろ
う
（
臨
床
心
理
士
・
飯
田
佳

子
）
�　

日
�
＝
子
育
て
応
援

１５

隊
と
お
母
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
（
子
育
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
田
中
啓
子
）
�　

日
�

２０

＝
地
域
で
あ
な
た
の
力
を 
活 
か

い

す
た
め
に
（
子
育
て
支
援
サ
ー

ク
ル
「
ぱ
お
」・
伊
藤
浩
子
）
／

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ

３０
ー
（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

 

地
域
の
子
育
て
に
関
心
の
あ

る
中
高
年
の
方 

三
〇
名 

無

料 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸
保

健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐
４

時

内

師

場

対

定

費

申

問

３
０
４
へ
（
先
着
順
）　

死
別
の
悲
し
み
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
―
亡
き
人

を
思
う
こ
と
の
意
味

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

２９

３０

分
〜
３
時　

分 

和
泉
保
健
セ

３０

ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
６
）

５０

 

白
百
合
女
子
大
学
教
授
・
田

畑
邦
治 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先

着
順
）

�
小
児
救
急
に
関
す
る
普
及

事
業 

新
米
パ
パ
マ
マ
へ
―
小
児

科
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１２

３０

分
〜
３
時 

高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
円
寺
南
３
―　

―　

）

２４

１５

 

赤
ち
ゃ
ん
に
多
い
病
気
と
そ

時

場

師

対

定

費

申

問

時

場

内

の
手
当
て
、
急
病
時
の
適
切
な

対
処
方
法
、
小
児
科
か
か
り
つ

け
医
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
な

ど 

松
野
医
院
医
師
・
松
野
哲

彦 

乳
児
（
第
一
子
）
の
保
護

者 

二
五
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ（
先

着
順
）

師対定

費

申

問

 
�
杉
並
区
体
育
指
導
委
員 

あ
な
た
も
地
域
ス
ポ
ー

ツ
推
進
隊
に
な
り
ま
せ

ん
か

　
 

募
集
内
容
＝
区
内
在
住
の

　

歳
〜
お
お
む
ね　

歳
ま
で
の

２０

６５

地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
熱
意

と
行
動
力
の
あ
る
方
▽
任
期
＝

　

年
４
月
１
日
〜　

年
３
月　

１８

２０

３１

日
▽
身
分
＝
教
育
委
員
会
非
常

勤
職
員
▽
報
酬
＝
月
額
八
〇
〇

〇
円
（　

年
度
実
績
） 

五
〇

１７

内

定

名 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

（
区
役
所
東
棟
六
階
）、区
内
体

育
施
設
な
ど
で
配
布
す
る
募
集

要
項
の
中
に
あ
る
申
込
書
に
小

論
文
を
添
え
て
、　

月　

日（
必

１２

１６

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
ス
ポ
ー

ツ
課
社
会
体
育
係
へ 

同
係 

活
動
内
容
や
小
論
文
の
テ
ー
マ

は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 
学
校
希
望
制
度
の 

申
請
結
果

　

来
春
、
区
立
小
・
中
学
校
へ

入
学
す
る
新
一
年
生
を
対
象

に
、
保
護
者
や
子
ど
も
が
学
校

を
希
望
で
き
る
「
学
校
希
望
制

度
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

月
３
日
で
希
望
申
請
を
締

１０
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
六

申

問

他

八
四
件
・
中
学
校
七
三
四
件
の

申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
小
学
校
五
校
・

中
学
校
七
校
に
つ
い
て
、
受
け

入
れ
人
数
を
超
え
る
申
請
が
あ

り
、
学
校
の
受
け
入
れ
態
勢
や

今
後
の
入
学
予
定
者
の
見
込
み

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
浜

田
山
小
学
校
、
和
泉
小
学
校
お

よ
び
高
井
戸
中
学
校
に
つ
い

て
、公
開
抽
選
を
行
い
ま
し
た
。

◇
抽
選
結
果

浜
田
山
小
学
校
＝
抽
選
対
象
者

五
〇
名
↓
当
選
者
一
三
名

和
泉
小
学
校
＝
抽
選
対
象
者
二

七
名
↓
当
選
者
二
〇
名

高
井
戸
中
学
校
＝
抽
選
対
象
者

五
五
名
↓
当
選
者
一
七
名

　

そ
の
ほ
か
の
小
学
校
四
二
校

と
中
学
校
二
二
校
は
、
希
望
申

請
ど
お
り
で
す
。

　

各
学
校
へ
の
就
学
通
知
は
、

　

年
１
月
上
旬
に
発
送
す
る
予

１８定
で
す
。

　
 

学
務
課
学
事
係

�
水
害
被
災
者
の
方
へ 

児
童
扶
養
手
当
・
児
童

育
成
手
当
・
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
助
成
制
度

の
特
例
措
置

　

９
月
４
日
の
水
害
で
特
に
著

し
い
被
害
を
受
け
た
方
に
は
、

次
の
よ
う
な
特
例
措
置
が
あ
り

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

�
児
童
扶
養
手
当

　

所
得
制
限
を
解
除
し
、
手
当

を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
今

年
の
所
得
額
に
よ
っ
て
は
来
年

度
に
支
給
額
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
児
童
育
成
手
当
・
児
童
育
成

手
当
（
障
害
手
当
）

　
　

年
２
月
・
６
月
に
支
払
う

１８ 問

予
定
の
手
当
を
前
倒
し
支
給
し

ま
す
。

�
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　

課
税
世
帯
の
一
部
負
担
金
を

免
除
し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制

限
を
解
除
し
、
助
成
の
対
象
に

し
ま
す
。

☆

　
 

児
童
課
子
ど
も
医
療
・
手

当
係
、
児
童
育
成
手
当
（
障
害

手
当
）
は
障
害
者
施
策
課
障
害

者
福
祉
係

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

ょ
う

　

第
四
回
区
議
会
定
例
会
は
、

　

月　

日
�
に
開
会
さ
れ
る
予

１１

２１

定
で
す
。本
会
議
や
委
員
会
は
、

定
員
の
範
囲
内
で
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。

　
 

当
日
、
直
接
区
議
会
事
務

局
（
区
役
所
中
棟
三
階
）
へ 

問申

問

同
事
務
局 

�
日
程
の
問
い
合

わ
せ
は
、　

月　

日
以
降
に
お

１１

１５

願
い
し
ま
す
�
手
話
通
訳
を
希

望
す
る
方
は
希
望
日
の
四
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

障
害
者
自
立
支
援
法 

説
明
会

　

こ
れ
ま
で
障
害
の
種
別
ご
と

に
提
供
さ
れ
て
き
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、公
費
負
担
医
療
な
ど
が
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、

共
通
の
制
度
の
も
と
で
一
元
的

に
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
制
度
の
概
要
と
移
行

の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
 

・ 

�　

月　

日
�
午
後

１１

１８

１
時　

分
〜
３
時　

分
＝
高
円

３０

３０

寺
障
害
者
交
流
館
（
高
円
寺
南

２
―　

―　

）
�　

日
�
午
前

２４

１８

２０

　

時
〜
正
午
＝
あ
ん
さ
ん
ぶ
る

１０

他

時

場

荻
窪
・
第
一
〜
三
教
室
（
荻
窪

５
―　

―　

）
�　

日
�
午
前

１５

１３

２２

　

時
〜
正
午
＝
高
井
戸
地
域
区

１０民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―

７
―
５
）
�　

日
�
午
前　

時

２４

１０

〜
正
午
＝
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
第
一
〜
三
教
室 

区
内
在

住
の
方 

六
〇
名
（
先
着
順
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

障
害
者
施
策
課 

�
�
は
手

話
通
訳
が
つ
き
ま
す

�
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家

施
設
公
開

　

施
設
見
学
の
ほ
か
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
を
体
験
で
き
ま

す
。
介
護
の
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
〜　

日
�
午

１１

２１

２６

前　

時
〜
午
後
５
時 

和
田
ふ

１０
れ
あ
い
の
家
（
和
田
３
―　

―
５２

対

定

費

申

問

他

時

場

４
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
・
吉
田
ま

た
は
菱
木
�
３
３
１
２
‐
９
５

５
６

�
放
射
第
五
号
線
事
業
推
進

の
た
め
の
検
討
協
議
会 

周
辺
ま
ち
づ
く
り
専
門

部
会

　

周
辺
ま
ち
づ
く
り
専
門
部
会

で
は
、
区
内
の
地
区
計
画
の
事

例
を
視
察
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

２１

３０

分
（
集
合
）
〜
３
時　

分 

集

３０

合
場
所
＝
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
▽
視
察
先
＝

２２

３２

蚕
糸
の
森
公
園
周
辺
（
蚕
糸
試

験
場
跡
地
周
辺
地
区
地
区
計
画

区
域
内
） 

無
料 

当
日
、
直

接
集
合
場
所
へ 

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
地
区
計
画
係 

車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

申

問

時

場

費

申
問

他

問合せ主な内容日時審議会名審
議
会
等
の
お
知
ら
せ

都市計
画課都
市計画
担当

高井戸東一丁
目地区地区計
画について、都
市計画公園の
変更（銀杏稲荷
公園の追加）の
審議ほか

１１月３０日
�午後
※時間は
お問い合
わせくだ
さい

杉並区
都市計
画審議
会

※日時は変更する場合があります。
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ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ

ー
ト
へ
の
お
誘
い

　

天
上
の
音
色
と
も
い
わ
れ
る

ハ
ー
プ
、
大
き
い
グ
ラ
ン
ド
ハ

ー
プ
と
小
さ
い
ア
イ
リ
ッ
シ

ュ
・
ハ
ー
プ
の
二
種
類
の
美
し

く
優
し
い
音
色
と
心
に
響
く
歌

声
の
共
演
で
、
心
あ
た
た
ま
る

す
て
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月
４
日
�
午
後
２
時
〜

１２

４
時 

出
演
＝
長
村
美
代
子

（
ハ
ー
プ
）、
高
垣
真
智
子
（
ソ

時
内

プ
ラ
ノ
）
▽
曲
目
＝
「
グ
リ
ー

ン
ス
リ
ー
ブ
ス
」、「
ア
ラ
ベ
ス

ク
第
一
番
」、「
ア
ベ
マ
リ
ア
」、

「
冬
景
色
」、「
ふ
る
さ
と
」
ほ

か 

九
〇
名 

三
〇
〇
円 

往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

２４

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
２
０
０
５

　

集
会
所
の
一
〇
周
年
を
祝
し

て
、
明
る
く
元
気
な
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
す
。

定

費

申

　

和
田
中
学
校
の
吹
奏
楽
、
高

南
中
学
校
の
南
中
ソ
ー
ラ
ン
、

杉
並
第
三
小
学
校
お
や
じ
バ
ン

ド
な
ど
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。和
田
一
丁
目
町
会
・

和
田
自
治
協
力
会
の
協
力
で
わ

た 
飴 
・ 
餅 
つ
き
も
あ
り
ま
す
。

あ
め 

も
ち

　
 
　

月
３
日
�
午
後
１
時
〜

１２

３
時 

３
歳
以
上
（
保
護
者
同

伴
）
〜
小
学
生 

一
五
〇
名 

時
対

定

費

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記

入
例
参
照
）
で
、　

月　

日

１１

２４

（
必
着
）
ま
で
に
高
円
寺
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
へ 

高
円
寺
地

域
集
会
施
設
運
営
協
議
会
�
３

３
１
７
‐
６
６
１
４

�
運
営
協
議
会
発
足
一
五
周

年
記
念 

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

ま
つ
り

　

さ
わ
や
か
な
季
節
、
地
域
の

集
会
所
ま
つ
り
に
お
誘
い
合
わ

せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
集

会
所
利
用
団
体
に
よ
る
作
品
展

示
・
演
技
発
表
の
ほ
か
、 
餅 
つ
も
ち

き
実
演
販
売
や
新
鮮
な
野
菜
の

販
売
・
模
擬
店
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
・
雅
楽
の
演
奏
な
ど
楽
し
い

催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２０

１０

午
後
３
時（
雨
天
決
行
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
同
集
会
所
へ 

方
南
・
和
泉
地
域
集
会
施
設
運

営
協
議
会
事
務
局
�
５
３
０
０

‐
９
４
１
２

土
よ
う
え
ほ
ん
と
お
は

な
し
の
会
ク
リ
ス
マ
ス
・

ス
ペ
シ
ャ
ル

　

お
話
や
絵
本
、
紙
芝
居
を
聞

い
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
す
て
き
な
フ
ル

ー
ト
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１０

３
時　

分 

三
つ
の
り
ん
ご
、

３０

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
わ
ー
る
ど
、
こ
う
ば

こ
の
会
、
ご
本
・
お
話
だ
い
す

き
会
、
吉
田
寛
子
（
フ
ル
ー
ト

演
奏
） 

九
〇
名 

無
料 

当

日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ 

阿

佐
谷
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議

申

問

時

費

申

問

時

師
定

費

申問

会
事
務
局
�
３
３
１
４
‐
７
２

１
５

春
ま
つ
り
参
加
者
募
集

　

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
作
品
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
 
　

年
２
月
４
日
�
・
５
日

１８

� 

募
集
作
品
＝
習
字
、
水
彩

画
、
油
絵
、
絵
手
紙
、
写
真
、

編
み
物
、
小
物
作
品
な
ど 

同

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
地
域
に
お
住
ま

い
の
方 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
あ
れ
ば
グ
ル

ー
プ
名
と
作
品
の
種
類
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

３０

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
） 

阿
佐
谷
地
域
集
会
施
設
運
営
協

議
会
事
務
局
�
３
３
１
４
‐
７

２
１
５ 

参
加
者
の
説
明
会
を

　

年
１
月　

日
�
午
後
１
時
か

１８

１１

ら
同
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

�
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

操
縦
室
か
ら
見
た
世
界

　

日
本
航
空
の
現
役
パ
イ
ロ
ッ

ト
を
お
招
き
し
、
離
陸
か
ら
着

陸
ま
で
の
た
く
さ
ん
の
仕
事
を

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
課
程
や
飛

行
機
の
安
全
運
航
を
守
る
仕
組

み
や
工
夫
も
や
さ
し
く
説
明
し

ま
す
。
大
空
を
は
ば
た
く
胸
お

ど
る
体
験
を
あ
な
た
も
味
わ
い

ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２７

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

日

３０

本
航
空
機
長
・
押
村
和
孝 

九

〇
名
（
先
着
順
） 

二
〇
〇
円

 

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

 

荻
窪
地
域
集
会
施
設
運
営
協

議
会
事
務
局
�
３
３
９
８
‐
９

１
２
７

時内

対

申

問

他

時

師定

費

申問

〈１１月～１８年２月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

１１月２３日２１００円
（材料費）

１２月４日�・１１日�・１８日
�午後１時３０分～３時３０
分（計３回）

ハワイアンキルト教室～人気のハワイアンキルトで、家庭
にあるティッシュ箱を、おしゃれなインテリア小物に変身
させましょう／大室明美　　　　　　　　　　　　　（１５）

１１月２５日２０００円
（材料費）

１２月９日�・１６日�
午後１時３０分～４時（計２
回）

本格中華の作り方～えびのチリソースや八宝菜・麻婆豆腐
など、ご家庭でよく作る献立を基本から学びます／関加津
代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２４）

１１月２６日２０００円
（材料費）

１２月６日�・１３日�
午後１時３０分～３時３０分
（計２回）

コサージュを作りましょう～ヨーロッパのレースやオーガ
ンジーを使いエレガントな作品を３種類作ります／大熊峰
子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

１１月２６日１０００円
（材料費）

１２月１８日�
午前＝１０時～午後０時３０
分、午後＝２時～４時３０分

年越しそば作り体験～今年の大みそかは手作りのおそばを
楽しみませんか（午前・午後どちらか明記）／岡田喜美夫

（各２４）

１１月１７日無料１１月２７日�
午後１時３０分～３時３０分

東ティモールのＰＫＯ活動に参加して～２００２年にインドネ
シアから独立した東ティモール民主共和国での国連平和維
持活動に従事された体験を聞きます。また写真などの資料
も多数展示します／田中博幸　　　　　　　　　　　（３０）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

１２月１０日無料

１８年１月１３日�・２０日�・
２７日�
午後１時３０分～３時３０分
（計３回）

外国を知ろう中国編「シルクロード面白講座」～夢があり、
ロマンがある一味違ったシルクロードを学んでみません
か。１万キロの旅の魅力を伝えます／増山榮太郎

（区内在住・在勤・在学の方・４０）

１１月２１日１００円（保
険料含む）

１２月２日�
午前１０時～正午

トレーニング機器講習会～区民センター共通修了書発行の
ための写真（３�×２．５�）持参／岩月華子

（１５歳以上で中学を卒業している方・１０）

�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

１１月２５日２５００円
（材料費）

１２月６日�
午後１時３０分～３時３０分

フラワー・アレンジメントのリース～手作りのクリスマス・
リースを玄関に飾ってみませんか／入住寿美子　　　（３０）

１１月２５日１５００円
（材料費）

１２月７日�
午後１時３０分～３時３０分

料理教室（ケーキ）～パウンド・ケーキ、いちごのクリー
ム・チーズあえ。簡単でおいしい手作りのケーキ。きれい
にラッピングして、クリスマスのプレゼントにどうぞ／川
口孝子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

１１月２５日１５００円
（材料費）

１２月１４日�
午後１時３０分～３時３０分

料理教室（おもてなし料理）～鶏肉のリング焼き、ユリアナ・
スープ。クリスマスの食卓に、ちょっとおしゃれな一品を
加えてみませんか／川口孝子　　　　　　　　　　　（２０）

１２月２０日２００
（資料代）

１８年１月１４日�・２１日�
午後１時３０分～３時３０分
（計２回）

知られざる幕末維新・江戸から東京へ～明治に受け継がれ
た徳川日本の遺産・幕臣や江戸っ子の生き様・極東で花開
くフランス文明／深谷眞志　　　　　　　　　　　　（２５）

１２月２０日無料
１８年１月１２日・１９日・２６日、
２月２日（いずれも�）午後
１時３０分～３時３０分（計４回）

手品講座～あなたも「マジシャン」に。日用品で手品をし
ましょう／伊藤稔

（１５）

��無料１１月１９日�
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会～ご本・お話だいすき会
（参加自由）

�荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

１１月２１日２００円

１２月１日�・８日�・１５日
�
午後１時３０分～３時３０分
（計３回）

大正期の文学と荻窪界わい～当時の文学者や作曲家、詩人
と荻窪界わいとの関連について様々なエピソードを紹介す
るとともに地域の再発見にもつながる内容の講座です。芥
川龍之介の死とその周辺（１回目）など、毎回テーマが変
わります／吉祥女子中・高等学校教諭・萩原茂

（全回参加できる方・４０）

�西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

１１月１８日４０００円
（材料費）

１１月３０日�＝クリスマスリ
ース・１２月２１日�＝お正月飾
り、いずれも午前１０時～正午

クリスマスリース＆お正月飾り～ドライフラワーでクリス
マスリースとお正月飾りをつくりませんか／富永はるみ

（全回出席できる方・２５）

１１月２１日
２００円
（保険料
など）

１２月２日・９日・１６日、１月
１３日・２０日・２７日（いずれも
�、計６回）午前１０時～正午

健康体操～ふだん使わない筋肉を動かして、しなやかな身
体を保ちましょう／宝田千寿子

（５０）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

１１月２１日１０００円
（材料費）

１２月６日�・９日�
午後１時３０分～４時３０分
（計２回）

年越しそばを打ってみませんか～長野より直送のそば粉を
使って二・八そばを打ちます。そばつゆの作り方・ゆで方
も説明、試食も行います。あなたもそば打ち名人！／田代
哲夫・佐山一夫　　　　　　　　（全回出席できる方・２０）

１１月２８日３００円
（材料費）

１２月１２日�・１９日�
午後１時３０分～３時３０分
（計２回）

美しい絵手紙～絵手紙を基本から楽しく学びます。絵は上
手下手ではありません。感じたものを自由にぶつけてみま
しょう。油性ペン１本・水彩絵具・細めの筆３本が必要。
希望者には用意します（６００円）。ハガキに明記してくださ
い／大塚麟一　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

��無料※
１１月１２日�・２６日�、１２月１０
日�午後１時３０分～３時３０
分（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則と
して１人１点、先着順）／安井昌徳ほか　　　（参加自由）

��
１００円

（使用料）
１２月４日�

午後２時～４時
トレーニング相談～当日はトレーナーが指導と相談に応じ
ます／大江喜和子　　　　　　　　　（講習会修了者対象）

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

１１月２２日
１２０円
（保険料
含む）

１２月６日�
午前１０時～午後１時

１２月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真１枚３�×２．５�持参）／高橋悦子

（１５歳以上で中学を卒業している方・１０）

��無料
１２月１日�・８日�・１５日
�

午後３時３０分～４時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせ、手遊びなど／ジルベ
ルトの会、ポエム、ムーミン母親クラブ

（参加自由、幼児は保護者の付き添い必要）
※は、実費がかかる場合があります。

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�　

〜
２
月
の
催
し
と
教
室

１１

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で　

月
〜　

年
２
月
に

１１

１８

開
催
す
る
催
し
と
各
種
教
室

（
左
表
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

下  
高  
井  
戸
区
民
集
会
所

荻　
　

窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

阿  
佐  
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

和　
　
　

田
区
民
集
会
所
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年��月��日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�
西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り 

展
示
作
品
・
出
演
者
募
集

　
 
　

年
３
月
４
日
�
・
５
日

１８

�
午
前　

時
〜
午
後
４
時 

募

１０

集
内
容
＝
展
示
作
品
（
絵
画
・

書
道
・
写
真
・
工
芸
・
手
芸
な

ど
）、
ホ
ー
ル
出
演
者
（
舞
踊
・

コ
ー
ラ
ス
・
演
奏
な
ど
） 

往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
内
容
、
グ
ル
ー
プ
名
、
ホ
ー

ル
出
演
者
の
場
合
は
人
数
、
希

望
日
（
あ
れ
ば
）
も
書
い
て
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同

１１

３０

セ
ン
タ
ー
施
設
運
営
協
議
会
地

域
交
流
部
へ
（
抽
選
） 

個
人
、

グ
ル
ー
プ
と
も
重
複
応
募
は
で

き
ま
せ
ん

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
ス
ペ

シ
ャ
ル

　

音
楽
を
聞
き
な
が
ら
、
お
話

の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
。　

月
に

１２

ち
な
ん
だ
楽
し
い
メ
ド
レ
ー

を
、
子
ど
も
た
ち
と
手
を
た
た

い
た
り
歌
っ
た
り
、
親
子
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１７

３
時 

名
曲
に
の
せ
て
紙
芝
居

「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」、絵

本
の
読
み
聞
か
せ
「
森
の
ピ
ア

ノ
」
ほ
か 

栗
山
ひ
ろ
み
ほ
か

 

幼
児
、
小
学
生 

八
〇
名 

無
料 
　

月　

日
か
ら
直
接
同

１１

１１

セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
カ
ウ
ン
タ

時

内申

他

時
内

師

対

定

費

申

ー
へ
（
先
着
順
）

�
荘
村
清
志
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト 

ギ
タ
ー
と
私

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
・

ス
ペ
イ
ン
民
謡
ま
で
、
ギ
タ
ー

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
演
奏
と
お
話

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１２

１１

演
（
１
時　

分
開
場
） 

出
演

３０

＝
荘
村
清
志
▽
曲
目
＝
ビ
ラ
ロ

ボ
ス「
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
Ｎ
Ｏ
３
・

Ｎ
Ｏ
１
」、
タ
ル
レ
ガ
「
ア
ル
ハ

ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」、禁
じ
ら
れ

た
遊
び
よ
り
「
愛
の
ロ
マ
ン

ス
」、
イ
ル
マ
ン
「
バ
ー
デ
ン
・

ジ
ャ
ズ
組
曲
」
ほ
か 

三
〇
〇

名 

無
料 

当
日
、
直
接
同
セ

ン
タ
ー
へ 

車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

ス
テ
ー
ジ
上
手
に
な
る

方
法
（
演
劇
編
）

　

ス
テ
ー
ジ
で
自
分
を
表
現
す

る 
術 
と
は
…
。
現
役
の
俳
優
た

す
べ

ち
が
そ
の
方
法
を
伝
授
し
ま

す
。

　
 
　

月
３
日
�
・　

日
�
午

１２

１０

後
６
時　

分
〜
８
時　

分
（
計

３０

３０

二
回
） 

フ
リ
ー
マ
ー
ズ
俳
優

陣 

二
〇
名 

一
〇
〇
円 

往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

２１

に
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
へ

 

井
草
地
域
集
会
施
設
運
営
協

議
会
事
務
局
�
３
３
０
１
‐
７

７
２
３
（
月
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

時

内
定

費

申他

時

師

定

費

申

問

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３�第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２�第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５�第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２�第２・第４水曜日、１１日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３�第２月曜日

永福和泉地域区民センター�５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８�第１・第３水曜日

西  　
  
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

高  
井  
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

四　
　
　

宮
区
民
集
会
所

薄　着　賞

★グランプリ　スーパーでの野菜・魚類のバラ売り

トレーなしでひとつから買えるため、必要量に応じた無
駄のない購入ができるとともに、従来の使用済みトレー
によるごみを削減。導入する店舗が広がりを見せている
点が高く評価されました。

☆準グランプリ　各商品詰め替えパック

簡易包装による詰替え用商品が他品目にわたり広がり
を見せています。従来の使用済みパッケージによるごみ
を減らすとともに価格的にも割安で提供でき、消費者に
も喜ばれている点が高く評価されました。

厚　着　賞

★グランプリ　過大な段ボールを使った通信販売

実際の商品に対して、極端に大きい段ボールを利用して
の配送が評価されました。

☆準グランプリ
　ファーストフード店での使い捨て容器

店舗によっては、店内で食べる場合であっても、すべて
使い捨て容器で提供されるという点が評価されました。

◇特別賞　木箱入りの贈答品

中身に対して、かなり大きい木箱の使用。木箱の中にさ
らに小分けされたパッケージなど贈り物としての過剰
包装が評価されました。

環境にやさしいで賞

★区民部門グランプリ
　杉並おもちゃドクターズ
大量消費、大量廃棄されている世の中で、
子どもたちの物を大切にする心をはぐく
みながら、長年にわたり続けられた「お
もちゃのクリニック」の活動が杉並区の
ごみ減量や環境保全に寄与しているとい
う点で高く評価されました。

★事業者部門グランプリ
　阿佐谷商店街振興組合

商店街のまつりをいろいろな環境面への
配慮を取り入れて実施。オリジナルのエコ
カップを制作し、区民へのアピールを行っ
ている点などが高く評価されました。

ダイエット賞

★ソースネクスト�のパソコンソフト
　パッケージ

１７年度中にスリムパッケージ化１００％に
向けて、事業を展開中。消費者から価格
もパッケージもスリムで好感が持てると
の声が多く、高く評価されました。

◇選考の経過
　今年度は、ごみ減量のための「過剰包
装の抑制」をテーマに掲げ４つの賞を
設けました。区民や事業者から約２カ
月にわたり、各賞の対象を募集し、選考
委員会の作業部会で各賞の受賞候補を
選考しました。
◇選考委員（敬称略）
　国際連合大学副学長・安井至（選考委
員長）、早稲田大学政治経済学部助教
授・栗山浩一、�環境科学会理事・村田
佳壽子、国際環境ＮＧＯ・ＦｏＥＪａｐａ
ｎ・瀬口亮子、また区民の代表として、
環境団体・消費者団体・公募区民から７
名の方に加わっていただきました。

区民の方々などによる環境に配慮した取り組みを表彰するため、１６年に「すぎなみ環境賞」を
創設しました。区役所での区民投票および１０月１５日�・１６日�に開催した「環境博覧会すぎな
み２００５」での区民投票と最終選考により、受賞者を決定、表彰しました。

��問い合わせは、清掃管理課ごみ減量担当へ。

�
杉
並
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

ズ
代
表
・
長　

凡
さ
ん

★
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

◇
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売

　
 
　

月　

日
�
・　

日
�
・　

１１

２１

２２

２４

日
�
午
前　

時
〜
午
後
４
時 

１１

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
作
業
所

（
永
福
２
―
１
―　

�
３
３
２

１１

７
‐
２
２
８
７
） 

販
売
価
格

＝
六
五
〇
〇
円
〜
一
万
円 

当

日
、
直
接
会
場
へ
（
先
着
順
）

◇
公
開
体
力
測
定

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

時

場

費

申

会
員
の
安
全
就
業
の
一
環
と
し

て
実
施
し
て
い
る
体
力
測
定

を
、
区
民
の
方
が
参
加
で
き
る

よ
う
公
開
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

３０

３
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

問
診
・

１９

血
圧
・
身
長
・
体
重
・
握
力
・

バ
ラ
ン
ス
・
歩
行
速
度
な
ど 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方 

６０

五
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

☆

　
 

杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
２
２
１

７★
無
料
法
律
相
談
会

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２６

１０

時
場

内

対定

費

申

問時

午
後
１
時 

高
井
戸
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
５
） 

借
地
借
家
、
遺
言
、

相
続
、
不
動
産
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
、
そ
の
他
法
律
問
題
全

般 

無
料 

電
話
で
、　

月　
１１

２５

日
午
前　

時
〜
午
後
４
時
の
間

１０

に
、
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談

課
�
５
５
１
０
‐
０
７
１
１
へ

予
約 

同
課

★
秋
の
福
祉
バ
ザ
ー

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時　

１１

２０

１０

３０

分
〜
午
後
３
時 

あ
し
た
の
会

第
二
福
祉
作
業
所
（
善
福
寺
３

―
２
―　

―　

） 

模
擬
店
、

１４

１０４

バ
ザ
ー
、
産
直
品
・
作
業
所
手

づ
く
り
製
品
販
売 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

あ
し
た
の
会
第
二

場
内

費

申

問
時

場
内申

問

福
祉
作
業
所
�
３
３
９
９
‐
８

３
３
９

★　

月
は
ゆ
と
り
創
造
月
間

１１

　

東
京
労
働
局
は
、
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
促
進
の
た
め
、
今

年
の
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」
中

の　

月　

日
�
に
、「
長
期
休
暇

１１

１７

取
得
２
０
０
５
東
京
大
会
」
を

開
催
し
、「
仕
事
と
家
庭
の
調
和

を
図
る
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
、

休
暇
を
取
得
し
や
す
い
企
業
風

土
の
形
成
を
呼
び
か
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
 

東
京
労
働
局
労
働
時
間
課

�
３
８
１
４
‐
５
３
１
５

★　

月　

日
は
り
ん
ご
湯

１１

２０

　

り
ん
ご
を
入
れ
た 
贅  
沢 
な
湯

ぜ
い 
た
く

で
、
大
変
温
ま
り
美
肌
効
果
も

問

あ
り
ま
す
。

　

小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

大
人
に
は
先
着
一
五
〇
名
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　
 
　

月　

日
�
開
業
か
ら
終

１１

２０

業
ま
で 

区
内
各
公
衆
浴
場 

当
日
、
直
接
公
衆
浴
場
へ 

都

公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支
部
・
石

原
�
３
３
３
４
‐
８
４
０
２

（
正
午
以
降
） 

h
ttp
://s
e
n

to
u
.jp

　

月
１
日

１１付
広
報
５

面
中
、「
保
育
園
児
募
集
予
定
人

数
」
の
表
で
、
久
我
山
東
保
育

園
は
延
長
保
育
実
施
園
で
す
。

時

場

申
問

HP

訂
正
と
お
わ
び

環境にやさしい包装技術や
簡易包装など環境に配慮した商品など

過剰包装の商品または
環境に配慮の乏しい事業者など

すぎなみ環境賞 受賞者決定すぎなみ環境賞 受賞者決定すぎなみ環境賞　受賞者決定
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障害者週間の催し障害者週間の催し

　

年
度
の
大
気
汚
染
測
定

１６結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

区
は
、
区
内
の
大
気
汚
染

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、

四
地
点
で
大
気
汚
染
物
質
を

常
時
測
定
し
て
い
ま
す
。　
１６

年
度
の
項
目
別
の
測
定
結
果

と
環
境
基
準
の
達
成
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

冬
は
地
表
面
付
近
に
冷
た

い
空
気
が
停
滞
し
、
窒
素
酸

化
物
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質

の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

区
で
は　

月
〜　

年
１
月

１１

１８

の
三
カ
月
間
、
自
動
車
か
ら

の
窒
素
酸
化
物
や
浮
遊
粒
子

状
物
質
の
排
出
低
減
に
向

け
、
冬
期
自
動
車
交
通
量
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
、
水
曜
日

に
は
庁
有
車
の
使
用
を
抑
制

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
期
間

中
は
、
垂
れ
幕
の
掲
出
や
冊

子
の
配
布
、
事
業
者
の
方
へ

車
の
使
用
抑
制
に
つ
い
て
協

力
要
請
を
行
い
ま
す
。

人
と
空
に
や
さ
し
い
、

車
の
使
用
を
！

　

大
気
汚
染
の
な
い
東
京
の

空
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自

動
車
の
使
い
方
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

◇
水
曜
日
は
ノ
ー
カ
ー
デ
ー

と
し
、
車
の
使
用
を
抑
制
し

ま
し
ょ
う
（
水
曜
日
が
困
難

な
事
業
者
の
方
は
週
に
一

度
、
車
の
使
用
を
抑
制
す
る

日
を
設
け
て
く
だ
さ
い
）。

◇
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
低
公
害
車
、
最
新
規
制
適

合
車
の
使
用
を
優
先
し
ま
し

ょ
う
。

◇
公
共
交
通
機
関
を
積
極
的

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。　

　

二
酸
化
硫
黄
、
一
酸
化
炭

素
、
二
酸
化
窒
素
は
、
昨
年

と
同
様
に
、
す
べ
て
の
地
点

で
環
境
基
準
（
以
下
基
準
）

を
達
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

浮
遊
粒
子
状
物
質
の
年
平
均

値
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今

ま
で
基
準
非
達
成
だ
っ
た
地

点
も
、
長
期
的
評
価
で
は
全

地
点
で
基
準
を
達
成
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
短
期
的
評
価

で
は
基
準
達
成
率
は
低
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
は
依
然
と
し
て
、
す
べ

て
の
地
点
で
基
準
非
達
成
で

し
た
。　
　

区が考える新たな
敬老会館のあり方

①役割・機能

今までの「憩いの場」に、
「いきがい学びの場」「ふれ
あい交流の場」「健康づくり
の場」の役割・機能を加え、四
本柱による活用を図ってい
きます。

②弾力的な運営

通年開館の導入、開館時間の
拡大などを図り、ＮＰＯ法人
などとの協働の施設・事業運
営を行い、館ごとに特色を持
たせた事業を展開していき
ます。

◇杉並区役所（阿佐谷南１‐１５‐１）
内容など会　場日　時

障害者団体・障害者施設紹介コーナー、うぇる
フェスタ２００５ポスター背景原画応募作品展１階ロビー午前９時～午後５時

（１２月２日は３時まで）１１月２８日�～
　１２月２日�

障害者団体・障害者施設紹介ビデオ上映西棟１階喫茶てんとう虫
福祉車両展示＝ダイハツ（１１月２８～３０日、１２月
２日）、日産（１１月２８～３０日）、マツダ（１１月３０
日、１２月１日）、トヨタ・三菱（１２月１日、２日）

青梅街道側広場午前９時～午後４時

　障害のある人もない人も、お互いにふれあ
う機会をとおして障害者への理解を広め、障
害者があらゆる活動に積極的に参加する意欲
を高めるために、様々な催しを行います。
◇障害者区議会
　どなたでも傍聴できます。希望される方は、
当日、区役所中棟５階の傍聴受付へ（先着順）。
　 １２月９日�午後２時～４時３０分（傍聴受
付は午後１時～） 区議会議場（区役所中棟
４階）

時

場

 障害者施策課管理係問

〈１６年度大気汚染測定結果および環境基準達成状況〉

久我山 苗圃 
びょうほ

住居専用地域
高円寺

環状７号線沿い
富士見丘

放射５号線沿い
区役所前

青梅街道沿い
測定室

結果等

項　目
長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値

長期
的

短期
的

年平
均値

－－－－－－○○０．００５○○０．００２二酸化硫黄

○－０．０２３○－０．０２８○－０．０３２○－０．０３７二酸化窒素

－－－○○０．６○○０．６○○１．０一酸化炭素

－－－－－－－×０．０２２－×０．０１６光化学
オキシダント

－－－○○０．０３１○×０．０２９○×０．０３７浮遊粒子状
物　質

（注）１．年平均値＝各汚染物質の年度平均値（単位＝ppm、ただし浮遊粒子状物質はmg／�）。２．短期
的＝環境基準の短期的評価。○：基準達成　×：基準非達成　－：非該当または測定無し。３．長期的
＝環境基準の長期的評価。４．この環境基準には、各１時間値などを評価する短期的評価と１年間
の測定値を評価する長期的評価があります。

◇セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）
内容など会　場日　時

ふれあい美術展＝区立小･中学校（心身障害学級）や区内障害者団
体、障害者施設の作品展示、活動紹介、実演コーナー展示室１２月２日�～４日�午前１０時～午後

４時（４日は３時まで）
障害者自立生活者および自立支援功労者表彰式典

ホール

午前１０時３０分～１１時１０分

うぇる
フェスタ
２００５
１２月４日
�

坂田おさむコンサート １０００円（全席指定、前売りのみ）費午後１時３０分～（１時開場）
手話コーラス＝杉の会、手話ダンス＝ＹＯＵ＆Ｉ午後２時３０分～３時
みんなで歌おう＝Ｖ７（ビレッジセブン）による生バンド演奏で
す。観客と一体となって力強く元気に繰り広げます午後３時～４時

オープニングセレモニー、模擬店、リサイクルファッションショ
ー、手話ダンス、ハーモニカ・ハンドベルの演奏、小千谷物産展など

屋外・
中央広場午前１０時～午後４時 手話教室２階和室

バザー、キッズコーナー３階集会室

対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
画
一
的
な
敬
老
会
館
運
営
、

施
設
整
備
を
見
直
し
ま
す
。
今

後
は　

歳
以
上
の
高
齢
者
専
用

６０

施
設
と
い
う
現
在
の
性
格
を
、

高
齢
者
の
優
先
使
用
に
配
慮
し

つ
つ
も
、
地
域
の
多
様
な
世
代

の
利
用
や
交
流
が
図
れ
る
施
設

へ
と
転
換
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
新
た
な
敬
老
会

館
の
あ
り
方
と
し
て
、
区
は
左

表
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
涯
現
役
社

会
の
地
域
拠
点
を
め
ざ
し
再
出

発
す
る
「
敬
老
会
館
」
に
ふ
さ

わ
し
い
、
新
し
い
名
前
を
一
緒

に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
敬
老
会
館
と
い
う
名

前
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
利
用

に
消
極
的
だ
っ
た
熟
年
世
代

（
新
た
な
高
齢
者
層
）
の
人
た

ち
に
も
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

を
表
す
名
前
で
す
。
応
募
い
た

だ
い
た
名
前
を
参
考
に
、
区
で

実
際
の
施
設
名
を
決
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　
 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
に
新
た
な
敬
老
会

館
の
名
前
・
理
由
・
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
、　

月　

日
（
必

１１

３０

着
）
ま
で
に
高
齢
者
施
策
課
施

設
担
当
�
５
３
０
７
‐
０
６
８

７
�k

-s
is
a
k
u
@
c
ity
.s
u
g

in
a
m
i.lg
.jp

へ 

同
担
当

申

問

　

敬
老
会
館
は
区
内
に
三
二
館

あ
り
、　

歳
以
上
の
方
の
健
康

６０

増
進
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
の
場
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
高
齢
者
人
口
が
増

え
る
中
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
変
化
に
十
分
対
応

で
き
て
い
な
い
た
め
、
新
た
な

高
齢
者
層
の
利
用
拡
大
が
進
ま

な
い
、
と
い
っ
た
問
題
が
浮
上

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
区
は
、
こ
れ
か
ら
地

域
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
団
塊

の
世
代
の
方
々
を
含
め
、
年
齢

に
と
ら
わ
れ
ず
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
実
践
し
た
い
と
考
え
て
い

る
新
た
な
高
齢
者
層
の
利
用
に

１１月２８日 （ 月 ） ～ １２月 ４ 日 （ 日 ）は
障害者週間

新たな敬老会館の名前を募集します！
生涯現役社会の地域拠点をめざして生涯現役社会の地域拠点をめざして

▲異世代が交流する事業
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冬
期
自
動
車
交
通
量
対
策

冬
期
自
動
車
交
通
量
対
策

に
ご
協
力
を

に
ご
協
力
を

問
い
合
わ
せ
は
、環
境
課
公
害
対
策
係
へ
。


